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消防岳1団 長あいさつ
上尾市消防団員の皆様、そして団員のご家族の皆様こんにちは。副団長の矢島健次
でございます。

上尾市消防団は、現在8個分団、団員142名 (平成23年 12月 1日現在)を有し、各分団
に消防ポンプ車を配置、常備消防と協力し、市民の安心・安全を守る任務を遂行して

います。

皆様もご存知のとおり3.11「東日本大震災」では被災地の消防

団員の活躍が大きく報道されておりました。ここ上尾市でも大規

模な災害がいつ起こってもおかしくありません。上尾市消防団

は、防災組織のリーダー的存在となり「自分たちのまちは自分

たちで守る」という基本理念に基づき、これからも市民の皆様
の安心 。安全のために、邁進する所存でありますので、今後と

もご支援、ご協力よろしくお願い申し上げます。 上尾市消防副団長
矢島 健次
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多年にわたり消防団活動に尽力された功績が高く評価され、平成 23年春の藍綬褒章
の栄に浴されました。6月 29日 に千代田区内の都市センターホテルで伝達式が行われ、

その後皇居内の豊明殿にて天皇陛下に拝謁されました。後日鈴木団長は、その様子を

島村市長に報告しました。

受章された上尾市消防団鈴木団長 受章を島村市長に報告 しました



眩玲蛉餞鰈鰊餞鰈瘍鰈晰

7月 24日 (日 )平成 23年度埼玉県消防協会上尾支部団員研修が開催されました。

今年度は、上尾 。桶川 。伊奈の合同で上尾市消防本部を会場に(社 )埼玉県指定自動

車教習所協会による安全運転講習会「飲酒運動ゼロ出前研修」を実施しました。

参加団員147名が熱心に受講し、安全運転についてさらに理解を深めました。

上尾市総含睛災割‖練の報告

8月 28日 (日 )平方小学校にて、「上尾市総合防災訓練」が開催されました。
今年は、3.11「東日本大震災」の教訓から例年にもまして多くの市民が参加しました。

消防団は「消火器を使った初期消火訓練の市民指導」「中高層建物火災の後方支援

活動」そして防災訓練を締めくくる「一斉放水」に参加しました。台風の接近が′い配

されましたが、当日は天候に恵まれ数多くの市民参加のもと参加団員全員が真剣に訓

練に取り組み、市民からの更なる信頼を得ることができました。
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中高層建物火災の後方支援活動 (傷病者搬送 )

開講式の様子 飲酒運転模擬体験

埼玉県消防防災航空隊も参加 しました

放水準備の消防団車両 きれいに揃った一斉放水
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10月 23日 (日 )上平公園で「平成23年度上尾。伊奈合同消防特別点検」が実施されました。

会場には上尾市と伊奈町の消防職・団員が一同に集まり、点検者である島村市長と野川

伊奈町長が、人員・服装規律や機械器具の点検を実施され、功労のあった団員 60名が表彰

されました。

人員・服装規律の点検
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車両・機械器具の点検
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ポンプ車操法の様子
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表彰の様子

_『濯亮豪鐘狸康ヂ
「平成23年度全国統一防火標語」

平成23年度も火災予防運動が全国で展開され、上尾市でも、春季と秋季に火災予防運

動を歳末には特別警戒を実施しています。

平成23年 11月 末現在の市内の火災件数は61件で損害額も1億円を超えています。出火

原因の 1位は「放火 (疑い含む)」 で 2位の「こんろ」3位の「火あそび」と続きます。

ちよっとした不注意が火災につながるケースが増えていますので、家族や地域の方と

注意しあい火災予防にご協力をお願いいたします。

消防団今後の予定
平成24年 1月 9日 (月 :成人の日)消 防出初式 (上尾市東消防署訓練場 )
平成24年 1月 21日 (日 )      団 員 基 礎 研 修 崎 玉県消防学校)
平成24年 2月 12日 (日 )～ 13日 (月 ) '肖 防 団幹 音Б県 外 研 修
平成24年 3月 1日 (木 )～ 7日 (水)春 季 火 災 予 防 運 動
平成24年 12月 25日 (火 )～ 31日 (月 ) 歳 末 火 災 牛寺局u警戒
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上尾市消防団では、消防団活動をより理解 していただ くことを目的に、消防団の新聞
「フアイヤー通信」を発行しています。
この通信は、活動内容の紹介や、その時々の話題に解説を加えた情報誌として、今回
で 3回 目の発行です。皆様には、通信に対しますご希望やご意見を頂き、よりよい紙面
を作って行きたいと考えておりますので、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

消防団事務局 (消防本部総務課)


